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的で行ったものである。実験にはネコを用い Somnopenty 1 で麻酔を行った。なお，筋電図実験では
動物を四丘体前端レベルで除脳した。また必要に応じて Mioblockで非動化し，人工呼吸下で実験を









































ップス抑制と ， y ループを介する興奮性入力の減少が主体であることなど貴重な機構を明らかにした。
口腔生理学的に重要な知見をえたものであり価値ある業績と認める。
よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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